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相模川で捕獲された力ラフ卜マス

今井啓吾

Keigo Imai: First Record of a Pink Salmon, 

Oncorhynchus gorbuscha, from Sagami River 

はじめに

カラフトマス印co泊四chus 
gorbuscha (Walbaum）が恒常

的に遡上するのは， 岩手県北

部と朝鮮半島北部～北太平洋

沿岸各地を経てカリフォルニ

ア北部にいたる河川であ り

（井田，2000），宮城県の大川

（帰山・疋田， 1984）や栃木県

の那珂川 （手塚， 1988）など

の捕獲例は，迷入と推察され

ている（真山， 1989）。

相模川における記録

今回，相模川河口より約29

km上流において，カラフトマ

ス（図 1）が捕獲され，これ 図1力ラフトマス Oncorhynchusgorbuscha (Walbaum) 

は神奈川県内並びに相模湾流

入河川からの初記録になるの

で報告する。なお，捕獲地点

は図2に示した。また， 種の同定，学名，諸形質の

測定方法は中坊 (1993）に従った。

2003年7月26日夜，神奈川県相模原市田名の相

模川 （高田橋付近）にて，雄のカラフトマス 1個

体が，岡市在住の菅原靖宏氏により手網で捕獲さ

れた。当時，河川敷には， 大雨による氾濫で出来

た水溜りが数ヶ所存在し，アユをはじめ，オイカ

ワ，ニゴイなどが多数取り残されており， 標本は

これらと混泳しているところを発見された。冷蔵

庫内で半日経過した標本は，相模原市立相模川ふ

れあい科学館に寄贈され，生物資料 （EASG11）と

して登録，保管されている。

相模湾

外観と諸形質の測定結果

標本は，本種の成熟した雄特有の背隆起が認め

られ，頭部と各鰭が黒褐色，背体側は青味がかっ

た褐色で腹部は白く，側線下部にはう っすらと黄図2捕獲地点
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図3欠損した吻端

色帯があり，前鯉蓋骨付近の黄色は特に明瞭であっ

た。10%ホルマリン液固定後，体色は白く薄れてし

まったが，尾鰭の黒色斑紋は明瞭に認められた。

EASG-11：全長483mm，尾叉長471mm，体長425mm, 

頭長123mm，吻長49mm，眼径13mm，体高109mm, 

尾柄高32mm，体重llOOg，背鰭14軟条，瞥鰭16軟

条， 胸鰭16軟条，腹鰭ll軟条

なお，標本は吻端が欠損しているため（図3），測

定は欠損部を基点にして行った。

付記

天竜川漁業協同組合からの聞き取り調査によれば，

2002年9月15日に，静岡県天竜市渡ヶ島の天竜川 （河

口より 25km上流）にて，全長527mm，尾叉長503mm, 

体重lllOgの雄I個体が捕獲されている。この捕獲例

が目下のところ本種の最南記録である。また， 2003年

7月17日に栃木県小川町の那珂川にて，全長約500mm

の雄l個体が発見されている （加賀豊仁氏私信）。こ

れらの迷入個体はいず、れも雄で、あった。今回発見され

た個体もまた，同様に雄であったが，独立行政法人さ

け・ます資源管理センターからの聞き取り調査によれ

ば，北海道の河川に遡上し，人工鮮化のために捕獲さ

れたカラフトマス親魚、の性比は， 2002年（雄66万尾，

雌52万尾）' 2003年（雄64万尾，雌54万尾）で，恒

常的に遡上する河川においても雄の比率が高かった。
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